
（別紙３）

～ 2024年12月20日

（対象者数） 14名 （回答者数）
13名

～ 2024年12月20日

（対象者数） 7名 （回答者数）
6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・普段の活動や支援記録から会議を行い、一人一人の計画を

立てる。子どもの特性に応じた支援をし、毎日の支援を次に

つなげるようにしている。

2
・遊びを通して体験することにチャレンジできるよう環境を

整える。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・支援によっては場所を移動し、十分にとれるスペースを準

備して行う。

2

3

○事業所名 のぞみ

○保護者評価実施期間
2024年11月1日

○保護者評価有効回答数

2024年11月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年1月31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・部屋の広さが人数や活動に合っていない。
・スペースの使い方や環境整備を工夫しながら、支援しやすく

生活しやすい環境をつくっていく。

・イベントや体験活動を多く取り入れ、経験を増やす。

・支援につながる体験活動をすることで、成功体験から自信を

つけることができる。新たな課題を見つけて一つずつ、対応で

きるよう支援する。

・英会話教室を取り入れることで、英語に触れコミュニケー

ション能力を高める。

・他国の言葉を用いて音楽、絵本等を通し聞く力、表現する力

を身につける。

事業所における自己評価総括表公表


